
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２学期のスタートにあたって」                     校 長 別所 朗寛 

 

夏休みが明け、今学期も校舎に生徒の元気な声が響き渡っています。一回り成長した姿で２学期を迎え

られたことを嬉しく思うとともに、夏季休業中の保護者・地域の皆様の温かい見守りに、心より感謝申し

あげます。２学期は体育祭や合唱コンクール、修学旅行といった大きな行事が控えており、学校全体が熱

気に包まれる季節です。行事を通して仲間と協力し合い、クラスの絆を深めてほしいと願っています。ま

た、最高学年である３年生にとっては、いよいよ本格的な「進路決定」へと向かう重要な時期です。行事

を通して、学校や下級生を支え、力強く牽引した経験を自信に変え、自らの未来を切り拓いていくことを

期待しています。  

さて、このように活気あふれるスタートを切る一方で、私たちはこの夏、自然の猛威を改めて感じまし

た。夏休み中に発生した熊本地震や千葉県での豪雨災害は、決して他人事ではありません。毎年９月１日

の「防災の日」は、改めて命の尊さと安全への意識を見つめ直す日です。そんな中、大変嬉しく頼もしい

話題がありました。この夏休み、周布まちづくりセンターで開催された防災イベントに、本校の生徒がボ

ランティアとして参加しました。災害時には、自分の命を守る「自助」はもちろん、周囲と助け合う「共

助」の精神が欠かせません。ボランティアに参加した生徒の皆さんの行動は、まさにその素晴らしい実践

です。安全な日常への感謝と互いを思いやる心を大切に、充実した２学期にしていきましょう。 

  

他にも夏季休業中に、多くの生徒が地域行事にボランティアとして参加しました。ご支援いただきました、

まちづくりセンター職員の皆様、地域の皆様、本当にありがとうございました。 

【画像提供：校区内各まちづくりセンター】 

  

（周布：サマーフェスティバル） （長浜：八朔祭） 

  

（美川：夏まつり準備作業） （大麻：納涼の夕べ灯ろう制作） 
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〈大会結果報告〉 

 

サッカー部 

【県総体】 2 回戦 浜田三中 0 – 3 出雲三中  

バレー部 

【県総体】 1 回戦 浜田三中 0 – 2 東出雲中  

陸上部 

【県総体】  1 年男子 100m 3 位 山野貴通 

       1 年女子 100m 7 位 板本神愛 

       1 年女子 800m 8 位 板本神愛 

       男子砲丸投げ 7 位 小谷颯介 

       2 年女子 4×100ｍR 8 位 福迫愛海・森岡咲結・松野凪沙・黒見未織 

【中国大会】 1 年男子 100ｍ出場 山野貴通 

吹奏楽部 

【全日本吹奏楽コンクール島根県大会】 銀賞 

柔道部 

【県総体】  県総体男子個人 90 ㎏級 2 位 矢冨智章 

【中国大会】 県総体男子個人 90 ㎏級出場 矢冨智章 

体操部 

県総体出場 大屋遙真  佐々木夢成 

バスケットボール部 

【県総体】 女子の部 浜田三中 53-59 松江一  

男子の部 浜田三中 50-78 島大付属 

水泳部 

【県総体】  女子 200m バタフライ  第 1 位 森下紗弥香  第 3 位 濵本茉奈 

女子 100m バタフライ  第 1 位 森下紗弥香  第 5 位 濵本茉奈 

【中国大会】 女子 200m バタフライ  出場  森下紗弥香  濵本茉奈 

女子 100m バタフライ  出場  森下紗弥香  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロの技術と姿勢から学ぶ～島根スサノオマジック部活動指導～  

 夏休み期間中の８月６日（木）に、本校において、島根スサノオ 

マジックによる部活動指導が行われました。 

当日は、横地聖真選手をはじめ、コーチの皆様にお越しいただき、 

バスケットボール部の生徒たちに、熱心にご指導いただきました。 

 指導では、バスケットボールの基本的な技術や実践的な動きはも 

ちろん、技術を身につけるために日ごろからどのような意識で練習 

に取り組むことが大切なのかについても、プロの視点から教えていただきました。 

 選手やコーチの皆様から直接指導を受けるという貴重な経験を通して、生徒たちはバスケットボー

ルの楽しさや奥深さを改めて感じるとともに、練習や競技に取り組む姿勢についても多くのことを学

びました。 （隅川） 

浜田市弁論大会 

 ８月２８日（金）に石央文化ホールで浜田市弁論大会がありました。 

 市内各中学校の多くの生徒が見守る中（三中からは一年生が聴衆として参加しました）、各校代表８

名の弁士が発表を行いました。弁士の発表はもちろん、聴衆の態度も大変素晴らしく、とても充実した

弁論大会となりました。 

本校代表の３年木村桃さんは、校内弁論大会後、改めて原稿を見直し、どうすれば自分の思いが伝わ

るかを考えながら、夏休み中も練習を重ねました。その結果、本番では聴衆を引き込む力強い語りで、

自分の主張を堂々と述べることができました。（永安） 

 

演題「私のままで生きる」優秀賞 

自分の意志を貫き楽しそうに生きた祖父の姿に学び、誰かが決めた正解に 

とらわれず、自ら選択した答えのない道を、自分の力で正解にしていく！  


